
JILPT アーカイブ No.71 

「職務の類似性と職業移動に関する調査」 

(JILPT 資料シリーズ No.130)の Read me 

本アーカイブデータについて、注意が必要な箇所を以下に示しました。 

１．本アーカイブデータは 2012 年 9～10月の第 1 回調査（JILPT 資料シリーズ No.116 2013 年 3月）

と 2013 年 6 月の第 2 回調査の調査結果を統合したものです。しかし、本アーカイブデータは 2 回

の調査結果を単純に合算したものではありません。調査では職業リストから職業を選択し、各自が

従事している仕事のうち最も長い時間従事している仕事を記述するように求めました。回答のうち、

選択した職業と記述した仕事内容が一致しないものは基本的に集計対象から除外しました。この作

業を徹底して行うと集計対象者が大幅に減少するため、記述した仕事内容を優先して、不適切な職

業が選択されている場合にはその職業を修正しました。このような処理を行った結果、職業別の回

答者数は最低 20 人、最高 266人となり、職業によって大きな開きができました。 

２．2012年と 2013年の調査票は異なる部分があります。本アーカイブデータでは 2013 年の調査票の質

問項目に基づいて統合したものです。2012 年の調査結果については、2013 年の調査項目に合わせ

て調整を行いました。2012年と 2013 年の調査票の相違は付表１のとおりです。 

３．sq2_macro, sq2_middle, sq2_small,q2_macro,q2_middle,q2_small の値は厚生労働省編職業分類

（平成 23 年改訂版）による職業分類の番号です。厚生労働省編職業分類（平成 23 年改訂版）、ま

たは報告書『JILPT 資料シリーズ No.130 職務の類似性と職業移動に関する調査』の 11-23 頁の

『集計用職業分類』をご参照ください。 

４．秘匿処理のため、自由記述欄の記入内容は含めていません。そのうち、 問 10 は自由回答のため、

削除してあります。 

５．秘匿処理のため、年齢についてカテゴリ化による処理を行っています。 

調査項目 変数 カテゴリ数 各カテゴリの内容(ラベル) 

回答者年齢（注） age 6 

「19歳以下」「20－29歳」「30

－39歳」「40-49歳」「50－59

歳」「60歳以上」 

（注）本調査では、調査会社の登録モニターの属性情報から年齢を抽出している。 

６．問 18「回答者の学歴」について、2012 年調査では「学歴」情報を収集していないため該当する回

答者の q18が空欄（システム欠損値）になっています。 
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調査項目 2013年調査票 2012年調査票 相違点

スクリーニング調査Q１「あなたは、現在、収
入になる仕事をしていますか。」

Q1
14　家事
15　通学
16　その他

Q1
14　家事、通学
15　その他（　　）

左記の通り、回答の選択肢が異なる。

本調査Q1
選択肢１又は3を選んだ回答者はQ5へ
選択肢2又は4を選んだ回答者はQ2へ

選択肢1又は3を選んだ回答者はQ6
へ

Q1質問・選択肢のあとの回答指示文が
異なる。なお、2012年質問項目のQ6
「あなたが今の職業についたのはいつで
すか」は2013年調査票には設けられて
いない。

「あなたは、今の職業のひとつ前の職業でど
のような形で仕事をしていましたか。」

Q3
1　正社員・正職員として仕事をしてい
た。
2　正社員・正職員以外の雇用者として
仕事をしていた。
3　役員、自営業主、自営業主の手伝
い、内職として仕事をしていた。

1　正社員・正職員
2　正社員・正職員以外 左記の通り、回答の選択肢が異なる。

「あなたの現在の勤務先であなたと同じ職
業に就いている人は、どの学歴の人が最も
多いと思いますか。」

Q5 Q7 左記の通り、回答の選択肢が異なる。

「あなたは、今の職業に就く前に、仕事に必
要な専門的知識や技術を身につけていま
したか。身につけていた場合、それをどこで
学びましたか。

Q6 Q8 左記の通り、回答の選択肢が異なる。

「あなたは、今の職業に初めて就いたとき、
基本業務を一通りこなせるようになるま　で
の間に、仕事に直接関係する教育や訓練を
受けたことがありますか。」

Q7 Q9 左記の通り、回答の選択肢が異なる。

付表１ 2012年と 2013年の調査票の相違点 
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調査項目 2013年調査票 2012年調査票 相違点

スクリーニング調査Q１「あなたは、現在、収
入になる仕事をしていますか。」

Q1
14　家事
15　通学
16　その他

Q1
14　家事、通学
15　その他（　　）

左記の通り、回答の選択肢が異なる。

本調査Q1
選択肢１又は3を選んだ回答者はQ5へ
選択肢2又は4を選んだ回答者はQ2へ

選択肢1又は3を選んだ回答者はQ6
へ

Q1質問・選択肢のあとの回答指示文が
異なる。なお、2012年質問項目のQ6
「あなたが今の職業についたのはいつで
すか」は2013年調査票には設けられて
いない。

「あなたは、今の職業のひとつ前の職業でど
のような形で仕事をしていましたか。」

Q3
1　正社員・正職員として仕事をしてい
た。
2　正社員・正職員以外の雇用者として
仕事をしていた。
3　役員、自営業主、自営業主の手伝
い、内職として仕事をしていた。

1　正社員・正職員
2　正社員・正職員以外 左記の通り、回答の選択肢が異なる。

「あなたの現在の勤務先であなたと同じ職
業に就いている人は、どの学歴の人が最も
多いと思いますか。」

Q5 Q7 左記の通り、回答の選択肢が異なる。

「あなたは、今の職業に就く前に、仕事に必
要な専門的知識や技術を身につけていま
したか。身につけていた場合、それをどこで
学びましたか。

Q6 Q8 左記の通り、回答の選択肢が異なる。

「あなたは、今の職業に初めて就いたとき、
基本業務を一通りこなせるようになるま　で
の間に、仕事に直接関係する教育や訓練を
受けたことがありますか。」

Q7 Q9 左記の通り、回答の選択肢が異なる。

「Q7で回答した教育や訓練の種類ごとに、
それぞれの期間を１つお答えください。」

Q8 Q10 左記の通り、回答の選択肢が異なる。

「あなたは、今の職業に初めて就いたとき、
基本業務を一通りこなせるようになるまでに
どのくらいの期間を要しましたか。」

Q9 Q11 左記の通り、回答の選択肢が異なる。

「現在、あなたの仕事の中で、もっとも長い
時間行なっている仕事は何ですか。回答欄
に記入してください。」

Q10 Q12 左記の通り、回答の選択肢が異なる。

「仕事には必ず何らかの形で「手や道具や
機械との関わり」があります。それをタイプ分
けすると以下の8項目になります。あなたの
仕事の中で、もっとも長い時間行なっている
仕事は、どのタイプにもっとも近いですか。」

Q11
1　機械・装置に材料を出し入れする。
2　輸送用などの一般的な機械を運転・
操縦する。
3　機械・装置の稼働状況を監視する。
4　機械・装置を運転・操作して製造工程
を制御・調節する。
5　自分で機械・装置を操作して製品を
製造する。
6　手や道具を使って作業をする(仕事の
仕方はおおよそ決まっている）。
7　手や道具を使って作業をする（仕事に
自分の考えや判断をかなり生かすことが
できる）。
8　自分の身体を使って仕事をする。

Q13
1　機械・装置に材料を出し入れす
る。
2　輸送用などの一般的な機械を運
転・操縦する。
3　機械・装置を運転し、その稼働状
況を監視する。
4　機械・装置を運転して、作業工程
を制御・調節する。
5　自分で生産用機械を操作して製
品を製造する。
6　身体を使って作業する。
7　手で道具を巧みに扱って作業す
る。
8　手や道具を使って作業する。
9　あてはまるものはない。

左記の通り、質問項目の番号が異な
る。
なお、回答の選択肢の順番と項目数が
異なる。

「お答えになった項目のうち、もっとも長い時
間行なっている仕事はなんですか。」

× Q14
本質問項目は2012年に設けられている
が、2013年には設けられていない。

「あなたがもっとも長い時間行っている仕事
の特徴をもっともよく表しているものは、どの
項目だと思いますか。」

Q12 Q16 左記の通り、回答の選択肢が異なる。

「仕事には必ず何らかの形で「人との関わ
り」があります。それをタイプ分けすると以下
の9項目になります。あなたの仕事の中で、
もっとも長い時間行なっている仕事は、どの
タイプにもっとも近いですか。」の質問項目の
番号は異なる。
なお、選択肢の順番と項目数が異なる。

Q13
1　指示を受ける。
2　世話をする。サービスを提供する。補
助する。
3　勧誘・説得する。
4　楽しませる。
5　指揮・監督する。指示する。
6　教える。指導する。
7　協議する。
8　専門的な相談・援助をする。
9　話をする。合図をする。

Q15
1　指示を受ける。
2　世話をする。サービスを提供する。
3　話をする。合図をする。
4　勧誘・説得する。
5　楽しませる。
6　指揮・監督する。
7　教える。
8　交渉する。
9　専門的な相談・援助をする。
10　あてはまるものはない。

左記の通り、質問項目の番号が異な
る。
なお、回答の選択肢の順番と項目数が
異なる。

「　Q13でお答えになった項目のうち、あなた
がもっとも長い時間行っている仕事の特徴を
もっともよく表しているものは、どの項目だと
思いますか。」

Q14 Q16 左記の通り、回答の選択肢が異なる。

「仕事には必ず何らかの形で「情報との関わ
り」があります。それをタイプ分けすると以下
の7項目になります。あなたの仕事の中で、
もっとも長い時間行なっている仕事は、どの
タイプにもっとも近いですか。」

Q15 Q17 左記の通り、回答の選択肢が異なる。

「Q15でお答えになった項目のうち、あなた
がもっとも長い時間行っている仕事の特徴を
もっともよく表しているものは、どの項目だと
思いますか。」

Q16 Q18 左記の通り、回答の選択肢が異なる。

「「手や道具や機械との関わり」、「人との関
わり」、「情報との関わり」のうち、あなたが
もっとも長い時間行なっている仕事の特徴を
もっともよく表しているものは、どの関わりだ
と思いますか。」

Q17 Q19 左記の通り、回答の選択肢が異なる。

「あなたが最後に卒業した学校をお答えくだ
さい。」

Q18 ×
本質問項目は2013年の調査票に設けら
れているが、2012年に設けられていな
い。

「あなたの現在の勤務先の主な事業をお答
えください。」

Q19 Q22 左記の通り、回答の選択肢が異なる。

「あなたの現在の勤務先のおよその従業員
数（会社・組織全体）をお答えください」

Q20 Q23 左記の通り、回答の選択肢が異なる。

「あなたの性別をお答えください」 × Q20
本質問項目は2012年に設けられている
が、2013年に設けられていない。

「あなたの年齢をお答えください」 × Q21
本質問項目は2012年に設けられている
が、2013年に設けられていない。

付表１ 2012年と 2013年の調査票の相違点 （続票）
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